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ベンテ栽増における根囲管理 に関する研究 (第 1報 )

ベンチの傾斜 リト水用マ ット,異 なる培地素材がベンチ内水分に与える影響

信 岡  尚 ,長 村 智 司
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根日を上壊から隔離 したベンチ方式の載増には,二つ

の目的が考えられる そ の一つは上壊伝染性病害の回む

であるが そ のはかに地 ド水位の影響を排除することに

よって合理的な根圏管理 特 に水分管理が行える意味は

大きい 棋 国管理の効率化はぅ作物の生育を控全に維持

するだけでなくぅ培地量を少なくして設備を簡易化する

ことも可能である

このようなベンチ方式の栽培は,培地が用いられるた

め い わゆる水耕より施肥や水分の厳密な管r4が要求さ

れす,管理上の経衝能が高い栽培と考えられる 芝 に生

育に彰警する要素が水Hlほどには単純化されず。差分

水分とも一定の範囲で変化する裁岳型といえる

この施肥と水分管理という技術を決定してベンチ方式

を再現性のあるものに高めるためには ま ずベンチの構

造)培地の素材などの物理的に影害を与える要系の検討

がこ要であることはいうまでもない

ここでは 根 圏での過湿者という要素を回避するため

に 排 水効果の高いベンチ構造の検討をイ子なった 者 に

碩fl担ベンチでの排水化と 鉢 物用底面吸水マットか

鉢内水分の〕1出を迷ゃめHす る
6と

ぃぅ現象を利用したペ

ンチド端でのマットの設置がHl水社に与える効果を調ヘ

ている

一方j排 水とに関連が高いと考えられる培地ネ材につ

いてはぅ水県で多重に産山されるオガクズを主に,上壊

などとの排水,吸 水との比較を行なった ベ ンチ方式の

培地ス材としては 大 量に産出され か つ軽量で作業効

皆景暑:i斉テ素哲)11報婚ぞ!環吾S培岳柔讐笛をこ
トモスに匹敵する系材として我が国での利用が大いに期

待できる

このようにぅ合理的に根圏官響されすかつ簡単に設置

できるベンチ方式は,多 方面にわたる利用が智庇 される

■ Ilを 吉野農業改良普及所

すでにイチゴでは採苗,育 苗に約5伽 厚の培地での殺培

が省力的に行なわれつつあるほか,同 様の蒋い培地でj

軟弱野菜の栽培,球 根差成なども実4Tされている こ の

他に,切 花 ト マ ト,メ コン等の4H培が可能であること

も確認されており,今後このベンチ方式か栽培上のrl点

をさらに拡げて普及されることが期待される

実験材料 および方法

就験 I― a 試 作ベンチにおける岩地粉 の経時変化

と水分分布

ヨンクリートプロックの上に長さ18の ぅ幅 13れ の

スレート板を置いて隔離ベンチとした こ のスレート板

の上に塩化ピユルフォルムを歎き 周 囲を木枠で囲んで

6伽の厚さになるように培地を入れた 培 地としては,

オガクズを3ケ 月以上堆積 したものを用いた 程 水チュ

ープは,水 平ベンチの場合はベンチの中央に,傾 斜ベン

チの場合はベンチの LH・に,llA孔を下向きにして水平 ご

置いた 処 理の内容を第 1表 に ベ ンチのlj造の例を第

第 1去 試 験 I― クにおける姓理の内容
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■    5 ベ ンチ底面にモ ミガラ

第 1図 とそれぞれ次のように対応する
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第 1図 試 験 I― どにおける試作ベンチの構造

注 1)A,B,Cは サグ リン舛姫 術

注 2)斜 lRはモミガラ層

1図に示す 下 垂マットを用いる場合は,マ ットの上端

を増地の底にさし込みj将 地とマットが直接に接するよ

うにした こ のとき,マ ットの下端はベンチの底から10

伽垂れ下がるように取り付けた 下 吾マットは,厚さ25

翻亨のグラスクールもしくは約4mれ 厚のポリエステル

(B社 製)を 用いた ペ ンチの傾きは,幅 137nに 対す

るベンチの上瑞と下韓の高低差 (銅)で 表した
一部の区です培地としてのオガクズの他に,モ ミガラ

の層を設けた そ のひとつは,第 1図 fに示すように

ベンチの底に 15伽 の厚さで均一に広げ.ひ とつは,第

1図 oのようにベンチの下端に幅15伽で培地と同じ厚さ

(6伽 )に 入れた こ のときモミガラ層は,オ ガクズと

マットの樹へ 両 者の直接の使触を断つように置いた

調査は,前 Hに ホース題水で充分に吸水させた後,調

査当日に薄水チュー7 約 90分間違統穂水して飽水状態

にし 施 水停止から一定時間おきに培地を採取 して水分

量を測定 した サ ンプリングは 上 壊採駅用の 100材 コ

アを用い 6伽 厚の培地のうちほから5伽 厚を採った

採取位置は第 1図 に示した3地点 (A B.C)で 。そ

れぞれについて3反 復採取 し そ の平均をとった

試験 I― L オ ガクズの高さ】l tn分布の閉定

内径806伽 j高さ15mの アクリル樹脂製円筒 (内容

積 765m)を 20個重ね,オガクズを充填して水を充分

に含ませた後j底 が PF Oに なるように水面上に立て

て静置した 24時 間後,高 さ15mの 円筒ごとにオガク

ズをとり 水 分量を測定 してオガクズの高さ別二相分布

を得た

試験1 異 なる敷設 フイルムがベ ンチ内の水上

分布 に及ぼす影響

実験宣内で,長 さ1れに対して高さ10mの勾配を作り

供試フィルムを敷いた こ の上に充分に吸木させたポリ

エステルマット (3社 製,長 さ110m.幅 10伽)を 傾斜

になって並べた 一 定の時間が経過するごとに (1/4,

1/2.1,2.4,8 hrsう マットをはさみで11等分

し,位置別の水分景を計った こ のような試験を,同 じ

種類のマットを用いて,塩化ピ‐ルフィルムとポリエチ

レンフィルムについて行なった ま た マ ットの設置の

仕方は 第 2図のように3と おりとした な おすマット

第2図 試 験■におけるマットの設置方法

D矢 印は切断位置づ傾外は10前 /100伽

面からの蒸発を防ぐため,室 内の湿度はほぼ1∞ %に 保

つた

ま験Dl  異 なる培地素枕 下垂マツトの種類による

培地内水分つ経時刻 ヒ

長さ50御 栂 30m,深 さ5伽 のァクリル製ベンチ模Ij

を作り、下垂マントを取り付けた (第3凶) こ のベン

チ模型に 'さ 3伽 (30x50X3m)に なるように培地

を入れた 第 2表 に培地の組成とマットの種類を示した

このようなベンチ模型を 増 地を充分に吸水させ,底 面

力ざ「FOに なるように水面上に24時間静置したのち,

7“ ルム面
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第 3図  試 験 llにおけるベンチ模型と水分の測定方法

(傾対 して設置した場合)

第 2表  試 験 ]に おける培地組成とマ ッiの 種類

塔 地  紅  成 X   マ ットの種類
  置

ツト
曾

電子天fF

第4図 試 alVにおける吸水量測や毒置

力させた 試 料はオガクズと砂 (粒径05～ 10-)

で そ れらを底に網を張った直径70伽 高さ10mの円筒

容毒に詰め,底面が ,F10に なるように あ らかじめ

砂柱上に24時間静置した こ の試料を容器ごと上記の装

置の砂の上に置いて,底面が PF1 0か ら,Foに 変る

ときの水分の吸収を連続的に計測した な お,重畳の変

化に伴なう天科の皿の部分の上下動は極めて少なく,4t

って浮力の変化による誤をは小さかった

実 験 結 果
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文培地の泥合割合は14A積比

台ばかりの上に載せてベンチ全体の水分の減少を経時的

に測定した ベ ンチ槙型をはかりに載せる陳 j水平とtR

44(長 さ50あに対 して 25m蔵 の2とおりに設置した

なお,末 ンチ槙型の上面にはフィルムを枝せて,増 地表

面からの水分の蒸発を防いだ

口酸 Iv  難 る帥 の嚇 護

底に綱を振った円筒型容器に薄く砂を入れ,砂 ?表 面

と水面が等しい高さになるようにしながら,デ ジタル式

電子天解に用した (算4図 ) 試 験中,水 面め安 定する

ようjオ ーパーフ'一 させながら常に水を補裕 した 電

子天平の通信用ポート (RC掬 2C規 格)を マイク'コ

ンピェータに接耗 し,一 定時Fg5おき (1秒 に約 1回 )に ,

天秤の読みとった値をコンピュータ側に自動的に連続入

″
    試 験 I―″では,ベ ンチ内での実際の水の動きや分布

ク   を 調べるために、実物大のベンチモデルを作り,題 水飽

和後の増地の水分を測定 した 第 5図 に,下 垂マットの

有無とベンチの傾斜角度の違いによるオガクズ培地の水

分重の経時変化を,測 定位置'いこ示した マ ットによる

ヨレ水との向上は明 らかで ベ ンチのどの位置においても,

マットを用いた区は速やかに水分量お減 少 した ま た

傾44の急なベンチほど マ ットの有無にかかわらず,'F

水が志やかに行なわれる傾向が示された

第6因 は,試 験 I― bと して行なったオガクズの位置

別 Al分 布の実測値をもとに。曲線式をあてはあたもの

である こ の曲線式は,水 面からの高さWを 気相報X)の

4次 の関数として求めたが,理 論式ではなく,あ くまで

便宣的なものである。この式のXを Yに ついて積分する

と,水面から任意の高さで,tE意 の厚さのオガクズ柱の

二相分布を 誤 差を小さくして計算できる 第 3去 は,

上

二  3  :モ ミガラ 1

|
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第 6図  オ ガクズの位置,に 相分布と近似曲線

〈試験 I一 b)

y‐ ″■bx十 ●x'Xd x3+e X4

y : 高 さ。 x :気 相率, 2,b,c,3,d は 定数

第 5図 に示した処理区の最終的な (24時間もしくは4時

間後)液 相率とす上記の方法より求めたこの液相率に対

応するオガクズ柱の水面からの位置である 対 照区では

水面からの高さがいずれも10伽以下に価する水分である

のに対 して,マ ット区では,す べてが10cEて ,F10)

以上となった し かし,同 じベンチの中の実なる位置で

の水分量の間には,大 きな差はみられなかった

試験 I一 ″の水平ベンチにおいて,マ ットの数を変え

たときの排水の力態を第7因 に示 した 水 平ベンチでは,

駄

第 7図 水 平ベンチにおいてマットの取り付け数が

霞官曇夕亨

のベンチ内水分の経時変化 (試

注)サ ンブリン'位 置はベンチ中央

枝
相

率

算 3表  異 なるベンチ傾斜 マ ットの有無によるベンチ内の位置,味 分分布
・
(試験 I― ″. I― b)

マ ッ ト下垂区 対 照 区
サンプ リング位置  ベ ンチ傾斜仰 0 3 5 7 9

焔品縄鋪 :路8子]|;;1招1鮒
775  750 711  642

53  5旧    7■   9ぅ

8111 722  691  654

39   71   80   91

B  環
面f私ど咎』監i磐好i8:,サを:8〔斜

C        盈
面ぷ私ぽ旨査幣  i;:t話8 i財 得18を38

787  746 708 799

48  63  75   44
車 溜 水24時間後,た だし{内 は4時 間後の値
Ⅲ■試験 I―もの近似式から算出
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ベンチの両側にマットを垂らした場合,片 側のみのベン

チに比べ排水速度においてやや優るものの 24時 間経過

後の水分状態は,両 者はぼ同じレベルになった

同じく試験 I― ″で異なる材質のマットを用いた場合

供ま したポリエステルマットの,1水性能は,グ ラスウー

ルに比べかなり劣った (第8図 )ま た,モ ミガラ層を

ベンチ下端に入れてオガクズ培地とマットの接触を断っ

た場合 オ ガクズの水分減少の速度はかなり綬慢になり,

そミガラ層がマ ットの水分引き出し効果を打ち消す勧さ

をすることが明らかとなった て第8図 ) こ れに対し、

モミガラをオガクズ培地の底に15mの 厚さに敷きつあ

た場合 ,オ ガクズのサンブリンチ杖 置が他より15伽 高

いことを考慮 しても ベ ンチ内の水分か速やかに減少す

ることか確められた く第3因 )

試験Iで は 試 験 Iに おいて傾斜 したベンチの実なっ

た位置での水分畳に大差がなかったか そ の原因のひと

っがすFrに 敷い たビニル フィルムとオガクズ増地の

間に奈分に水が保持されたのではないかと考えられたた

め、実なるフィルムと,培 lluに代えて用いたマットとの

水分特性を調べた.ビ ニル.ポ リエチレンの両フィルム

上に、充分に吸水したマットを置いて,マ ットの位置別

水分量を経時的に測定 したが 第 9因 に示すように,フ

ィルムの豊いによるマット例立置別水分量の差Fま認めら “

水

分

畳

水

分

量

桜

梅

暮

0        慌

第 3図  異 なるマット素材jモ ミガラ眉設置による

ベ ンチ内水分の経時変化 (試験 I― ″)

と)サ ンブ リング位置はベンチ中央 5clh/

130伽傾斜時。モ ミガラ層設置区はグ

ラスウールヤット使用

0                5 0              1 0 0 0

マット長

第 9因  異 なる数設フィルムによるマットの位吊別

水分含畳 (試験 I)

マット下端をat空 中に垂らした場合

bi水 に浸けた場合,

ci曇 らさなかった場合

と 1)マ ット設置から2 FF間後に測定

と 2う 横軸はベンチ下端からのマットの長

さ,し たがって10例について高さ1

mに 相当する

ベンチ下輪モミガラ

rタ エステル

グラスゥール

ベンチ底面そミガラ

Ⅲ ウエテレン
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水
分

エ

れなかった,しかし。マットの設置まの違いによって,

位置別水分工に明らかな差がみられた そ のひとつは,
マットを空中に垂らした場合の水分工が,他 のふたつに

比べて階段に少ないことである (第9図) さ らに,マ

ットの下靖を垂らさなかった場合 (第2図 ●,第 9図 C)

や,マ ット下嶋を水に浸けた視合 (第2四b,第 9酌 )

は,マ ットのtEに 対応して水分iが 増減するのに対し,

マット下輸を空中に垂らした場合 (第2酸 .第 9図a)

は,マ ットの中央に水分が取り残されるような現象が生

じた 第 10国には,マ ット下端を空中にまらした場合の`

位置別水分の経時変化を示した

試験工では,試験 I― クの測定精度を高めるために,

ベンチの小型模型を用い,実験室内でペンチ全体をWl■

することによって,マ ットの種類と培地の組成を検討し

た 第11国は,同 一培地 (オガクズ)に おいて,マ ット

の排水性能を比較したものである グ ラスウールの排水

性が最も高いが,鉱題のポリエステルのマット間におい

ても差が大きく,グ ラス,一 ソフとの差がほとんどないも

のもあった

つぎに,ポ リエステルマット(A社 製)を 用いて,告

地の粗成を変えたときの水分の減少を測定した そ の結

果は,第 12田に示すように,オ ガクズに配ぜるモミガラ

のこが多くなる程。安定な状態で保持しうる水のとは少

なくなった こ のことは,■ にモミガラを混合した場合

でも同様であった ま たす土やオガクズを単一で用いた

コドリC

マフト長

第10図 マ ット下軸を空中に垂 らしたときのマット

の位置別水分含曇の経時変化 (試験I)

水
分
ｉ

ポ リB

さ りA

グラス
ヮール

第11図 異 なるマットでのオガクズを地水分の経時変イヒ(25碑 h/51h傾 斜時)は 験Π)
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するまでの時間は大きく異なった

なおぅベンチを水平に設置した場合.」l本速度は傾斜

ベンチに比べややするものの,培 地の組成やマットの種

類の違いによる排水のパターンは損斜ベンチと同様の優

向を示した

試験Ⅳでは`試 験IIのオガクズと土との間で排水の過

程に質的な違いが考えられたため,蓮境的な計測を吸水

過程について行なうことにより 両 者における初期の水

の動きを明らかにしようとした 装 置の構造上の都合か

ら主は用いず 社 径 05～ 10打 阿の川砂とオガクズを

用いた 第 13図に示すように 砂 では,底 面が pF10

の状態から pF Oに 移して吸水させたとき,初 めの2分

ほどてはとんどの吸水を終え, 5～ 10分後には平衝状態

に達した こ れに対 して,オ ガクズでは3～ 5分 までに

倉激な吸水を終えるもののすその後もゆるやかな吸水が

続いた ま た、オガクズにおいては,al一 体積で乾物言

の雪いものはど`す なわち回相率の高いものはど,F10

時の含水量が高いが,同 じ試料を ,FOに 移して吸水さ

せると,吸 水による水分の増加量は逆に少なくなる傾向

が認められた

0      4      8     1 2     1 6     2 0    2 4 h r e

第12図 黒 なる培地祖成におけるベンチ内本分の経

時変化 (25納 ん 0伽傾斜時)(試験IIl)

疑考

S             10          15 mins

第13図 砂 およびオガクズの吸水初期における水分

増加 (試験IV)

注)オ ガクズ 1～ 5は 第 4表参照

場合に比べ こ れらにモ ミガラを混合した培地では 排

水が多 く,長 時間にわた って続いた さ らに 単
一素材

である上とオガクズとの間においても 安 定な状態に達

試験 Iでは,実 際のベンチ栽培を想定し,T●」大のペ

ンチモデルを用いて オ ガクズ培地内における排水時の

水分の動きについて調べた ペ ンチに傾44をつけること

は,確 実に,卜水速度を増すことにつながる し かし,マ

ットが水を弓き出す効果は害 しくぅtR斜角度の違いによ

って生 じる排水速度の差とは、質的な連しヽを感じさせる

実際j下垂マクトを用いないベンチでは,穫水から24時

間後も ベ ンチ下軸から水が滴り続けており,未だ安定

な状態に達していないことを示していた ま た,4時 間

ないし24時間後の将地の水分量をぅオガクズ柱の水面か

らの高さに換算 した値をみると,マ ット区ではすべて10

第 4表  異 なる固相密度において地下水位が変動するときの水分含量の変化 (試験IV)

乾重 (7)   PF10時 の水分量 (′)   pF10か ら PF Oへ の水分増加量 (7)

オガクズ1

オガクズ2

オガクズ3

ォガタズ4

オガクズ5

砂

7 2 1

6 6 1

6 3 4

6 1 2

6 0 3

5 4 3 6

3 0 1 7

2 6 3 8

2 4 8 5

2 3 1 3

2 2 2 3

6 5 1

8 7

1 9 3

2 1 8

2 3 2

3 3 5

5 9 6
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例 (PF10)に 相当する水分より少なく (10cw以上),

対照区ではすべてがこれより多く (10m以下)な った

このことは,マ ットの空中に垂らした部分がすオガクズ

培地の地下和立を下げたためと考えてよい

マットの取り付け方については,水 平ベンチで両側に

垂らした場合と片側の場合とで 大 きな差はない し た

がって 実 用的なベンチ構造としては,5御 h程 度の傾

斜で片側にマットを垂らしたものが,作 業性などの面か

らも効果的であろう

今回供試 したグラスウールマットは,厚 さ25伽 であ

ったが,水 を含むと厚さは1/3以 下となりすかなり密

度が高まる マ ットの排水性能の真香は,ひ とつには線

維の密度に比例すると考えられる

マットとオガクズ岩地の間にモミガラ層を入れた場合ぅ

マットの排水効果は打ち消され,排水の速度は対照区と

同等かそれ以下となった こ れに対し。オガクズ培地の

底にモミガラを敗いた場合,逆 に高い排水とを示 した

両者の違いは,ひ とつにはモ ミガラとオガクズとの水の

通過速度のをに由来すると思われる す なわち,ベ ンチ

上端の表面から与えられた水は 水 平方向へもわずかに

拡がりながら,大部分はベンチ底面へ達し,培 地と床面

の境界付近を,ベ ンチのfa24に沿って下方へ流れ去る

この時 底 にモミガラ眉があれば,水 はその相を■際を

ぬって速やかにり1水されるがすオガクズのみの場合は水

の通過速度が極端に低下するのであろう,異 なる密度の

2つ の層を重ねる場合 密 度のない層の上に密度の高い

酸 雖 参払 騒 騒 岳軽
テ
堀 鷲 緩 温;穐

部での異なる素材によって排水速度に差があり,水 分平

衡に達する時間に大きな遺いお堆 じるものと思われる

一方,ベ ンチ下瑞にモ ミガラを置いた場合,下 層への設

置とは異なってす ほ とんど水分移動に対して自力が働か

す,重 力水に相当する水分の移動が少なかったものとみ

られる

試脚 において.傾 斜 したペンチの異なる位置におけ

る水分量が,必 ず しも傾44による高さのをに対応しない

場合が多く召められた サ ンプリン舛立目の高低を考え

れば,慎 斜した本ンチの下端に水が移動 し,ベ ンチ上瑞

の水分量は 下 端の水分重と下端からの高さによって杉

響を受けるはすである そ の原因は明らかではないがす

ひとつの原因として 底 に数いたピニルフィルムとオガ

クズの間に余分な水分が保持されすこれがベンチ上端部

の水分量に影響を与えているのではないかと考えらねた

そこで,試 験Iで はオガクズ培地の代りにポリエステ

奈良県農業試験場研究報告 第 16,(19衝 )

ルマクトを用い 底 に政いたフィルムによってすマット

との間に水を保持する能力に速いがあるかを調べた フ

ィルムの種類によるをは認められなかったが,マ ットの

置き方によって,位 置別水分量に傾向の違いが見られた

すなわち,マ ット下靖を水に浸した場合や。垂らしの部

分を設けなかった場合には 下 から上に向かって連続的

に水分量,璃 少する し かし,空中にマットの下瑞部を

垂らした場合には マ ットの中間部分に水がとり残され

る現象が生 じた こ れは 垂 らしの部分の排水速度″速

いため,マ ット下端部の毛管保持水に相当する水分が急

速に排水され 水 の移動が比較的ゆるやかなマフト上部

との間の水の連絡が断たれるためであろう し たがつて

培地のほとフィルムの接点を動く水の速度は選いと考え

てよい

試験皿では,ベ ンチの ミニチュアモデルを用いてす異

なる培地組成とマットの種類について検討 した 快 試試

料のなかではグラスタールが最も排水性能が高く,適 当

と判断してよいであろう ま た,マ ットの素材が同じで

も,製品の遠いによってマットの水分特性は大きく異な

る マ ットの厚さよりも繊維の密度の高い材料が通して

いるとみられる

培地の紐成についてみると,上 (壊上)に 比べてオガ

クズの保水貫は大きくすかつ,い ずれの素材へもモ ミガ

ラを混合 した方が採水量は増加した し かし,ベ ンチの

輸に下垂させたマットによって,モ ミガラを混合した者

地の水分減少は大きくす長く立いた ま た,オ ガクズの

みに比べ,上 のみの培地の水分減少はほとんどみられな

かった こ のことFまド培地粒子が粗 くなるほど水分減少

が激しくなることを示しており1素 材として細かい粒子

の培地は水分制御が難しく,排 水マットの効果も少ない

ことを示している し た力Sって`素 材としては,細 かい

粒子は不適であるう

試験Wで はす曖水過程のごく初期における,オ ガクズ

と砂との吸水パターンの逮いが明らかH`な った PF10

から PF Oに 水位を変えたとさ,砂 ではごく初期に急激

に吸水すると速やかに安定な状態に入る こ れに対 しオ

ガクズでは,初 期にはとんどの吸水を終えた後も か な

りの時間にわたってゆるやかに吸水を続ける こ のオガ

クズにおける後期のゆるやかな吸水は 粒 子内への水の

侵入によるものと思われる す なわち,初 期の急激な吸

水は粒子間孔隊への水の充填であり 後 期のゆるやかな

吸よは,オ ガクズの粒子内孔豫への水の浸透であると考

えられるがす両者を時間的 畳 的に切り離すことは困難

である
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またオガクズの場合 同 一体積で乾物量の言いものは

どぅすなわち密度か高いものほど ,「 10で の合水景が

多いが Hlじ試料を ,FOに すると水分の増加員は逆に

イヽさくなる傾向が認められた こ のことは,何相率がI_

くて組孔際の多い培地では,水 位が高い (,FO)と き

は水を多く合むことができるのに対し 水 位が低く(pF

10)な ると4■孔隊は水分保持力が弱まるためであろう

以上の結果 ベ ンチ内の水分を容易に制御する方法と

して,ベ ンチを傾斜させ か つ下垂マットを加えること

が排水に有効であることが明らかになった ま た!対地

粒子の組さも影響が大きく,域 i17Dょぅな細かい粒子は

マットを用いても排水が困難であった し たかって,あ

る程度の粗lt際を持つォガクズや1:ヘモミガラなどの組

大粒子を混合した素材が培地としての条件にかなってい

るもC7jと思われる

このように 事 に ドレインチュープを敷設するだけで

は」l水の不可能な水分が マ ットの利用によって改良さ

れることが示された こ の水分制御による根圏の効率的

維持が可能とgゎ れるベンチ栽培では 従 来に比べてltr

地量を少なくするだけでなく 過 湿音を防ぐなど多くの

作物への適応力!想定される ま た,水耕より水分および

養分制御に対する縦衝能が高くなると考えられるため

士耕と水耕の中間に位置するものとして 今 後の普及が

期待される

摘    要

根圏の効率的水分管理を目的として,ベ ンチの傾斜 、

排水用マットの有無,異 なる培地などがベンチ内ヽ地水

分の経時変化に及ぼす影響を調べた

1 ベ ンチを傾jlて03579伽 h/130伽 )さ せた場

合ぅ傾,+が増すほど」F水速度が速まった

2 ベ ンチの下端にマット (10cI)をこれ下げた場B―

ベンチの値斜の有無にかかわらす。排水が速やかに行

なわれた マ ットはグラスウールの排水性が高くぅ綴

社の宮度が高いものほど効果が高いと思われた

3 培 地として壌土とオガクズを用いたところ,壌上で

はマットを下H・させても排水量が少なかった ま た

この2斉材にモミガラを加えると,排 水社は著しく向

上した し たがって 壊 上のような細かい粒子では水

分制御が困難であるとみられた

4 オ ガクズ培地の下にモミガラ層 (15銅 )ヽを 階く

と排水とは向上 した し かし,モ ミガラ層を頂斜ベン

チの下端にのみ設置した場合,マ ットを下子させても

排水性が悪 く 雪 力本の移動の注いが原因 しているも

のとみられた

5 培 地の下に救 くフィルムとしてビニルとボリエチレ

ンを'厳 したとこる。水分保持力に明らかなとはなか

つた

6 砂 (粒径 05-10切 れ)と オガクズの吸水速度に

は明らかな=が みられた 砂 は短時間で吸水孜平衝状

態に達 したが オ ガクズでは緩慢な吸水か長く統いた

この原因として 粒 子内lL14Pの有雑がFFl係していると

思われた
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